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モミ属の地理分布に関する研究

ーマツ腐の種分化に関連して一

大島誠一

Speciation and Distribution in the Genus Abies with Reference 
to Speciation of the Genus Pinus 

Sei-ichi Om“IATA 

.要

マツ脱の系統進化上の特徴をより明確にするために，マツ!潟向機，北半球に広く分布するそミ

!滋のよ也線分布を調べ，マツ腐の地理!分布，形質の特徴と比較した。なお，モミ協は世界に約40額

制滋し，古第三紀の頃に起線し，現夜，北半球に繁栄している栂m・である。検討の結果，下記の

)#f.がi到かにされた。

1 モミ}潟は，マツ胤に比べると一般に高山の，冷諒な気候条件下に生育していた。

2 モミ!潟では，組類群(f箔)，稿怒{関でおいに楼み分ける'Ii質が明かであり，誕M的極分

化後の隔離機構の影響が強く残されていた。

3 現在繁栄しているモミ協の系統i弘節での分布の様相は，各節によって様々であり，現荘

広分布し，繁栄している節はすくない。すでに消滅の段階にある節が多数見いだされた。こ

の脳内の地問分布の様相はマツ腐と同様であり，各種鮮の位置づけを表 3に示した。

4 Iヨ浦(1984)による針葉樹系統発生の地縁展開法見iJによれば，モミ偶，マツ腕ともに多型

脱である。言言い換えると，モミ鴎は典型的な多蝦!滋で，新しい時代に発生して現夜繁栄する

槌群であるo 地方，マツj潟の出現はジュラ紀と吉く， l¥j'iなる多型!潟ではない。マツ艇は第三

紀に一度繁栄し，現在でも繁栄を続ける特殊な種群であった。

5 モミ鼠穂聞での球架の形紫の速いは小さく，種分化後の陛史の短さと関連づけられた。他

方，マツ属鶴間での形質変異の大きさは，起源後の時間の長さと，その間に発生した気候変

動に対するマツj認の新しい極分化により，もたらされた結巣であると考えられた。

はじめに

マツ腐の系統進化解明のための…方法として，前報1)において筆者は現生積の地礎的分布パタ

ーンによる解析方法を採用し，マツj品盟鮪間の{立i置づけを行った。この方法は，鶴および額静の

地理分布閥を地縁として抵抗し，分布ノマグーンのタイプから分布翻成立の dや時代を検証しよ

うとするブ'J1t~2)である。ただし，マツ偶のみで得られた結果では マツ縞自身の還さをより深く理

解することにはならない。地の栂鮮の挙動と比~1~ずることによって，その特徴が明かとなる。

この報告はそミ腐を材料として，地域的な分布ノfターンを検討した結果である。マツ瓶と同じ

方法によって分布ノぐターンを翻べ，モミ属の地理分布上の特徴とマツj潟での結果とを比較検討し
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たものである。

極群の分布ノマグーンを調べるためには，対象とする材料がある程度の穂類数を擁し，しかもそ

れぞれの種分布闘が調べられている必要がある。モミ鴎 (GenusAbies)は， トウヒ鴎とともに

マツ科植物モミ盟科のうちで，多い積額数(約40穣)を擁し，モミ盟科を代表する額群である。

歴史的には，マツ腐と対象的に新しく超源した植物群であり，マツ!潟と比較する窓i沫で検討にf践
すると王寺えられる。

なお，報告をまとめるにあたり，モミ}潟の文献を紹介していただいさ，モミ!認のi雌凍性と適応

間態などに関して，数々の教えを戴いた前北海道大学低温科学研究所教授 澗):1: 日自先生に際く

御礼申しあげる。

資料と方法

栂鮮の地理分布パターン解析のためには，穂の分類がほぼ完成していて，さらにそれぞれの種

の分布地が誠べられている資料が必袈である。この点で，モミj践潟はマツ}腿蕗悶1糠禁.LlU 

5詳f学Fしく翻ベられ，生育地の概要が明らかにされている。モミ属とトウヒj潟の 2J認を除くと，マツ

科植物のうちでそミ堕科を構成する腐はカラマツ属約10種，ツガj潟約10績で，その他は数種4)と

なる。司王ミ!認の穣類数はマツ!認の半数以下であるが，その分布域は広く，北半球にマツ!潟に匹敵

するほどの溜離をもっ。 LIUの資料3)によれば，日本のそミj潟はそミ (Abiesjirrna) ，ウラジロモ

ミ (A.hornoletis)，オオシラピソ (A.rnariesu). シラピソ (A.veitchiz)，アカトドマツ(ト

ドマツ .A. sacharinensis) となっている。

この資料にはそれぞれ額類， llli種ごとに水平分布図と分布地域の緯度に対する生予言高度闘が付

けられている。使用した穣の分類淡を表 1に訴した。この分鎖漢によれば，モミ属は15節約離に

分けられる。このうちの Abies仰rdeiのみは原産地の記載が不明躍で，かつ積分布闘が作成さ

れていないため，検討からは外されている。また，今回の分析でのそミ踏の資料は，鶴レベルに

止め，変額は同じ離としてまとめて

扱っている。前出の資料めは， Sect. 

Bractaetaeのみが SubgenusPseu-

dotorreyaにi隠し，他の節は Sub-

gen. Abiesに分かれる。 Subgen.

Abies内の各節 (Section) は並列

的に扱われている。館関のf立j置づけ

に関しては仮説的系統樹(関1)が

掛かれ，この閣によって各節の分化

の結綿が推測されるが，節グループ

i渇の位i援づけには触れていないので，

この報告でも各節i聞の解析には眼界

カまある。

Wf，析方法としては， i~時報告 1) と同

様，槌の水王子分布図を系統分鍛群ご

とに重ね合わせ，必饗にJitじて分布

高度を参考にili縁槌関の地縁的関係

を検討した。
Fig. 1. Hypothetica! diagram showing relationships of s巴ctions

of the g巴nusAbies proposed by L1U (1971). 
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Table 1. Taxonomy and List of the Genus Abies by LIU (1971) usなdin this study 

Genus Abies 
Subgenus Pseudotorreya 

Sect. Bracteatae 

Subg邑nusAbies 
Sect. Momi 

Sect. Homolψides 

S巴ct.Chensiensis 

Sect. Elafeotsis 

Sect. Elate 

Sect. Pich ta 

Sect. Pindrau 

Sect‘Abies 

Sect. Piceaster 

Sect. Nobites 

S巴ct.Oyamel 

Sect.γejarianae 

Sect. Grandes 

S巴ct.β'alsameae

A. bl沼claetaD. DON 

A. /irma SI詑Il.et Zucc. モミ

A. holophylla MAXIM. 
A. homol，ψis SlIm. et Zucc. ウラジロモミ

A. mariesii MAST. オオシラビソ
A. kawal~amiì (HAY.) !-ro 

A. chensiensis V AN TlEGH. 

A. delavayi V AN TIEGH・
A. fargesii FR州 CII.

A. recurvata MAST. 
A. squamata MAST. 

A. Iwreana WII.S. 
A. nψhrol，ψis (TRAUTV.) MAXIM. 

A. sachali抑制is(Fれ SCIIM.)Mast. アカト l~

A. veilchii LINlJL. シラどソ

A. sibirica LrmEil. 

A. stectabilis (D. DON) SI'ACII 

A.ρindrow (LAMB.) ROYLE 

A. alba MII.L. 
A. nebrodensis (LoJ・POJ.)MATTEI 

A. nordmanniana (S'rEv.) SPACH 
A. j;ardei GAUSS. 
A. cej;halonica LOUD. 

A. cilicica (AwI". et KOTSIIY) CARR. 
A.ρinsajJo BOlSS. 

A. numidica DE LANN. 

A.ρrocera REIlD. 

A. magnifica A. Ml1llR. 

A. religiosa (H. B. K.) SCHI.ECH'れ etCIIAM， 

A. hickeli FLOl1S et GAl1SS‘ 

A. むのiariMART. 

A. grandis (Dol1GI..) LINDI .. 

A. guatemalensis REI!D・

A. amabilis (Dむl1GL.)FORsF.s 
A. duraηgensis MART. 
A. concolor (GoR日.日tGI.ENlJ.) LINDL， 

A. ba~~amea (LINN.) MILI.・
A. fraseri (PURCI!) POIH. 

A. lasiocm戸。 (HOOl{.)Nuγr. 

1. 節レベルの分布

モミ臓は北アメリカ大陸，ユーラシア大陸の東部に広く分布し， 1高緯度地域では，北ヨーロツ

パに広がっていないものの，北アメリカ西部ではマツ腐と向様，寒冷な場所まで侵出している。

ただし，マツ腐でハイマツが分布するシベリア北東部で，冬考委に酷祭事となる地域までは進出して

いない。
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他方， F-持の{)J;締度地域へは，ユーラシアでは台湾まで，北アメリカ大i壌では低緯度地域のメキ

シコ，グアテマラまで南下しているが，東南アジアやカリブ臨の島々までの{受出は見られない。

抵緯度地域のモミ腐は，楳商2000m以上のi高い場所に限られているo マツj潟では，これらの地

域においては，総額によっては海岸近くまで生育しているので，モミj潟は気候が冷涼な場所に限

られていることが腕かである。ユーラシア大陸での分布は!日テチス端域以北に分布が販定dれ，

モミ腐の現在の地理分布が地理と深く関連している様子が伺われる。

LIU3
)によって指摘されているように，モミj潟15節は，それぞれ大陸を分けて分布している。

関 1に示した在側の各節はユーラシア大!接に，お{閣の各部は北アメリカ大i珪に生事ぎする錆?である。

マツj潟堕節では， Subsect. Sylvestres， Subsect. Strobusなどのように，北米，ユーラシア大i践に

分かれて生予ぎする穏があるが，モミ j認では，ひとつの宣告内の栂がiIlU大陸にまたがって分布してい

ない。これは，節レベルに分化した時点で，岡大陸が分離し，その後に節内で績が分化したこと，

また館内の分化が古い時代ではないことな玖唆している。

ユーラシア東部には7長nn7極が分布している。 1縮からなる Sect.Pichtaは沿海外!から部シベ

リプまでの広大な地域とカムチャツカ半島に隔離して分布する(闘 2-1， A)。日本列島，斡

半島，沿海州には Sect.E似た([濁 2-1， E) が，斡半島，日本，台湾には Sect.Homol，ψides 

Fig. 2. Distribution maps of sev巴nAbies s巴ctionsin Asia (2-1)， two Abies sectiolls in Western Eurasia 

and !、~orth巴rn Africa (2巴 2)，and six Abies sectio!1s in North America (2-3). 2-1， A: Sect. Pichta， B: 

Sect. chensiensis， C: Sect. Elateotsis， D: Sect. Pindrau， E: Sect. Elate，ド:Sect. Momi and G: Sect. 

Homolψides， 2-2， A: Sect. Abi，ぬ B:Sect. Piceaster， 2--3， A: S日ct.Balsameae， B: S己ct.Gnmdes， C: 

Sect. Nobiles， D: Sect. Oyamel， E: Sect. Vejarianae， F: Sect. Braclaelae. 
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([jg12-1， G)が海を隔てて分布し，それらの節の分化は，日本海の成立以前であろう。

Sect. Momiは日本列島間有のモミ織である(翻 2-1，F)o EI本列島lこは 3窓口からなるそミ

が念青していることになる。中閣の中央官fi，楊子rI，黄河の上流域には l極からなる Sect.

Chensiensis (関 2-1，B)， 4織からなる Sect.Elateopsis (隠 2-1， C)がほぼ問所的に分

布し，ヒマラヤのLUJ保に沿って Sect.Pindrauの分布地([鶏 2-1， D)がある。

ユーラシア間部には 2節8穣が分布する。 5種からなる SectionAbies ([羽 2-2， A) は

地中湖北岸からドイツまでの地域地域に分布し 3穏からなる Sect.Piceasterはト/レコ，アフ

リカ北部，スペインに散殺する(関 2-2， B)。これらの節が重視して分布する;場所は認めら

れない。

北アメリカ大陸のそミl隅多穂の分布は西部のカナダからアメリカ，メキシコの，ロッキー山脈

以西に南北に広がる。東部の低温域には Sect.Balsameae (図 2-3， A)が分布し，北アメリ

カ*部のそミ j潟はこの節 2穂のみである。 S栂からなる Sect.Grandes (図2-3， B)はカナ

ダi菊商古1)，アメリカ西部，メキシコ，グアテマラにかけて荊北に;良い生育地をもっ。 2穂からな

る Sect.Nobi・les(鴎 2-3， C) はアメリカ間部に， Sect. Vejarianae (国 2-3， C) と

Sect. Oyamel (1ほ12-3， D)のそミ隔はメキシコの高山に点々と生子ぎする。 Sect.Bracfaelae 

の1綴(関 2-3. F)はアメリカ，サンプランシスコ外!の海岸に狭い範矧に生育する。日本糊

沿隊の地域とアメリカの太平洋岸にそって多数のそミ騒が集中していることが注目される(関 2

-3)。

以上，鮒レベルのそミ鴎の分布は，極東，中間中央部，アメリカ北関部に節が集中した;場所が

あり，この地域付近で過去にそミ踏の分化が発生したことを物諮る。

2. 種レベルの分布

1) Sect. Momi 

この露首に崩ずる穂は A.firmaだけであり，日本列島の東北から燦久島までに分布する(翻 3

1 )が，この様は逃存舗であろう。

2) Sect. Homol，ψides 

この節には 4檎が分布し ，A. holophyllaが斡半島と中間の東北部に点在し，台湾に A.

Fig. 3. Distribution maps of Abies species in Eastern Asia. 3ω1: Sect. Momi (A. fi・1'Ina)，3-2: Sect. 
Homoletides (A: A. holo.戸hylla，日:A. mariesii， C: A. homoletis， D: A. kawalwmii)， 3-3: Sect. 
Elafe (A: A. sachalinensis， B: A. nethroletis， C: A. veitchii， D: A. km'eana). 
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初 wakamiiが，A. 111αriesiiが本イ‘i'Iの北に，A. h011101etisが本弁iの南部と四割にかけて分布する

(1玄J3 -2)。これらの織はウラジロモミとオオシラピソが水平的には本州中部で震なった分布

を示す。

3) Sect. Elale 

この部は日本海をとりまく地域に 4織が分布し，日本海の成立以前に穂が分化し，発生してい

た。この節でもそれぞれの舗が場所を分砂て分布している(悶 3-3)0 

4) Sect. Chenciensis 

この節は 1秘 A.Chensien品、のみからなり，中臨の四)11省，費十i'I，望持省の山岳地に分布す

る (1羽4-1)。変種 1績も記載されている。

5) Sect. Pindrau 

2種からなるこの館は， 1日テチス海に出現したヒマラヤIlJJ服の商側に湿なった分布をし(悶 4

-2)， 2縮が共存す論る可能性がある。 LJUは，この種群は中間から移動したものであると考え

ている。

6) Sect. Elateotisis 

このmiは4積からなりユンコイ(祭賞)高際告と中心に 4額がほぽ悶所的に分布し(盟 4-

3 )この付近で積分化したグループである。これらうちの 2識は盟積も搬し，分布の様相から新

しい離群と予怨される。 A.Chensiensisの分布域とも震なり，分布潟肢は A.delavayi: 

2500イ000m， A. fargesii: 2000-4000 m， A. recurvat，α: 2000-3800 m， A. squamata: 3000吟 4700

m程度と記載されており，これらの種類では共存している可能性が大きい。

4ず

。

Fig. 4. Distribution maps of Abiωspecies in China and Siberia. 4-1: S巴ct.Chenα.ωIsis (A. chωzciensIs )， 
小2:Sect. Pindrau (A: A.戸indroω"B: A. spectabilz:~) ， ト3: Sect. Elateo戸isis(A. deよ'avayi，A.刃zrgesii，
A.問curvata，A. sl]umnata)， 4向 4:S巴ct.Pichta (A. sibirica) 
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7) Sect. Pichta 

この節はん sibirica1種からなり寒冷なシベリアとカムチャツカ半島に分布する(図 4-

4 )。第三紀以後に出現した厳しい冬の惑さに適応した積類である。この性質を獲得することに

よって，地の騒が生蒋できない場所まで生背地を広げた種類である。

8) Sect. A bies 

この節はヨーロッパと諜湖東部， トルコの一部に分布し 5種からなる額鮮であり，地鴎に記

載された 4離は地瑠的に分れた分布域をもっ(悶 5-1， A)。額数も多く，現1:E繁栄している

種群であろう。氷河期に地中湖北俸に残布し，その後中部ヨーロッパまで分布を広げた穂群であ

ろう。この地域が原産とされる A.μrdeiについては械裁された個体は残っているものの原産地

が確認されていない。

9) Sect. Piceaster 

この節は 3穂からなり，スペイン，モロッコ，アルジエリアとトノレコ，シリアに選存的に分散

して生育する(陸15-2)。氷澗期にこの地域に進出して留まった極群と考えられる。分布の様

相としては，遺蒋種群を示す。

10) Sect.βαlsameae 

北アメリカ大陸の寒冷域に広分布している 2積は，A. sibiricaと問機，冬の厳しい惑さに適応

した性質を獲得し，広分布域をもっ。東部に分布する 2種は，西部から分れた種であろう。分布

域はお互いに，地理的に隅離している(図 6-1)。

11) Sect. Oyαmel 

この節は 2種からなり，メキシコの潟地に分布する(関 6-2)。氷間期に北アメリカ西部か

ら移動して残存した穣若手:であろう。

12) Sect. Grandes 

5種で構成されるこの節は，北アメリカ大陸閲側に広分布域をもっ種群であり，メキシコ，グ

アテマラの潟地まで進出している(儲 6-3)。分布の様相は，現在繁栄している種群の状態を

示す。 A.grandis， A. amabi・lis，A. concolorはアメリカ北西部で盤領した分布地をもち，特に前

2種は高度分布も重なっているので，共存している可能性がある。

13) Sect. Nobiles 

2種からなるこの節はアメリカ北西部に分布する空iiであり，分布の様相としては遺存種群であ

Fig. 5. Distribution maps of Abies species in Western Eurasia and Africa. 5-1: Sect. Abies (A: A. alba， B: 

A. cψhalonica， C: A. nebrodensis， D: A. nordomanniana)， 5-2: Sect. Piceaster(A: A.ρinsato， B: A. 

11llmidica， C: A. cilicica). 
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Fig. 6. Distribution maps of Abies sp日ciesin N orth America. 6--1: Sect. Balsameae (A: A. lasiocmpa， B:λ 

balsamea， C: A. jraseri)，十2:Sect. Oyamel (A: A. religiosa， B: A. hickeli)， 6-3: Sect. Grandes (A: A. 

amabilis， B: A画 grandis，C: A. concolm; D: A. durangensIs， E: A. guatemalensis)， 6-4: Sect. Nobiles 

(A: A.ρroceJ九 B:A. magnifica)， Sect. Vejarおnae(D: A. vejad) and S色ct.Bractaetae (C: A. brac. 

taet，ロ).

る。この 2離の分布域の…昔日は議なるものの，大部分は分かれて分布する(国 6-4)。

14) Sect.γejarianαg 

1穏からなるこの節はメキシコ北部部に狭い分布域をもち(間 6-4)，氷河期に北アメリカ

西部から移動した漆存離であろう。
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15) Sect. Bracfaetae 

Subgenus Pseudotorreyaに!認するこの節は，他のそミ j簡の紹若手， Subgenus Abiesとは諜なり，

特殊なモミであるとされ.Abies Bractaeta 1種からなる。カリフォルニア州、|の海岸近く，サン

タ・ルシア山に分布する(関 6-4)0分布域も狭く，古い遊存離であると考えられている。

3.検討

3 -1 日本牒司王ミ j潟の穂IUJr~1係

日本列島にはそミ胤 3fiiJ 5離が分布し，多機が生育する地域のひとつである。そこで，日本で

のそミ腐の挙動を翻べることによって，他地域での様子をある艇度，推測することが可能であろ

う。日本列島での水平分布閣から等纏数分布図を瓢くと図?となる。モミ腐は中部地方を中心に

離類が多く 4植が惑なって分布する。紀伊半蕗，四国には 3離の震なりが認められる。分布が

換なった部分は中部の山岳地であり，この場所を離れるほど分布の讃なりは少なくなる。北海道

ではトドマツが低地まで金育するが，四割，九州、!のモミ，ウラジロモミでは生背場所が潟くなり，

モミl認が冷rJ5lな;場所に生育する混皮帯と対応している。

日本列島に分布ずるよεミ属内の，穂間関部の爽態は，林5)の資料整理によって，より具体的に

理解できる。縮類間で同一場所に共持していた筒.所を調べると以下の通りである。モミは海抜高

で最も{隠い場所，…般にブナ帯の下部に出現する;関類であり，その上部に出現するウラジロモミ

とは緩み分けている o ~がめ記載によると肉離が共樺していた場所は静開眼下でみられ 4 例ある

が，モミの路地数全体からみればわずか0.3%にすぎない。モミは他のそミ腐とは共存地をもた

ない。ウラジロモミの上限にはシラピソが出現ずるが，両者にはかなりの共和関部が認められ，

O 

く，?o

Fig. 7. Distribution map of five Abies species in Japan. 

両極の全産地数の16%があげられる。

ウラジロモミとその飽の顧との共存地

は見あたらない。モミ臓で績も共存関

係が高いのはシラピソーオオシラピソ

の関係であり，共存地数は部極の全産

地数の52%に議していた。

日本でのそミ腐の種間関係は，シラ

ピソ一会オシラビソ，ウラジロモミー

シラピソ閥で共帯性が認められたが，

シラピソは Sect.E似たに，ウラジロ

モミ，オオシラピソは Sect.

Homolepidesに腐すので，節の異なる

額銀関の関イ系であり，厳密な意味では，

同じ節内の離の共存関ではない。よっ

て，近織の積間では典所的に分布して

いたことになる。

3-2 モミ縞各節の位箇づけ

世界各地のそミ属の地理分布を平聞

の分布からみると，中臨の饗費高原，

アメリカ北西部には近縁穏がほぼ悶じ



京大波線66 '94 33 

;場所に多数が分布していた。日本のそミ践では，近縁鶴間では棲み分ける結果となっていたが，

これらの場所では，悶じ節内の 3，4額で，水平分布，分布i高度も議捜しており，問所的に生育

する可能性がある。これらの挙動は，マツj謁の，ある積群(例えば Subsect.Ponderosael)) と

同様，かつてこの付近で異所的に穂が分化し，異穣としての分化が確立した後に氷河期の到来な

どの認識変動に持って生育地の移動が生じ，二次的に積の議複分ギIJが発生したものであろう。

他の地域では，穣，節レベルでも，また地域的にも分かれて生育する傾向が明かで，額分化後

の奥所的分布の性質が強く殺っている点がそミ織の特徴のひとつであった。また，モミl潟の多数

積が生育する地域は，マツ縞に比べると中緯度以北に鋪り，低斡:度地方の離ほど生育高度がi蕗く，

ほとんどの種が冷涼な組度条件下に生腎している。

l臼ヨ訴浦?

系統発生の地縁腿開法則を提諜しているo この提薬では，生物の系統群は発生，変異して，繁栄，

袈滅の各段階を時|間的にたどり，その開]に地部分布の際関があると考える。これらの段階に対応

して分布ノfターンの特徴が，初期的臨有分布からj五分布，不連続分布，遊蒋間有期を訴すとして，

理論的腿闘を進めた。古い針議樹は中世代に繁栄して絶滅した(ExtinctSpecies Type)。スギ，

コウヤマキ騒などは，中・世代に出現し，第三紀に繁栄して第四紀に遺帯分布をする(単型j潟，

Single Species Type)。 トガサワラ!認などは，古第五紀に出現し，新第三三舵に繁栄して現在は不

連統分布として位綬づけられる(持組鴎， Limited Species Type)。モミ腐は多型鴎 (Many

Species Type) に相当し，日、ifti2
)の説によれば，古第五紀に出現し，新第三紀に初期開有騎とし

て多数の節に分かれ，現在，繁栄している綴群と位鵠づけられている。このように，生物群の地

型的分布の様相が生物群の発生から絶滅へと進む自己運動と関連して説明されている。

モミ臓の出土化石川こよれば，第三紀始新世 (Eocene) のものが最も古くこい昔話ヨーロツノ切言

ら出土している。漸新t肢の化石は南プランスとアメリカ磁昔話に記載されているが，化石として多

くなるのは次の時代からである。中新世， (Miocene)，鮮新股 (Pliocene) には，アメリカ間部

とヨーロッパに多く，共にllOiUが挙げられている。アジアでは日本のみに出土し，モミ踊の出現

は鮮新世以降7)であり，モミ縞がアジアに広がったのはかなり新しい時代であった。アメリカ東

部では化石が出土していない。以上のように，モミ j溺化桁の出土地は限定されており，現在の広

い分布はtr~閉紀に確立したものである。モミ腐全体の地縁的傑聞は臼滞2)の指摘通りであるとみ

てよい。

lき亜紀，第三紀の中ごろまでは地球は温腿期にあり，次の瀬新世から鮮新世へと気満の低下が

進み，氷滞期2)めを迎える。モミ!認の穏レベlレの分化が進んだのは，気温の低下が進んだ時代に

対応し，現殺のよそミ}潟各糠が生育している冷涼な滋度条件は緩分化した時代の温度条件と無関係

ではないだろう。第三紀には，ヨーロッパの冬の気候は，現在のように離しいものでなかったと

推測されているが，高緯度地域からはモミ腐化おが出土しておらず¥分布していなかった可能性

1、abl巴2. Geographic prosp邑rityand decline law of phylogeny i口conif日rousg邑nusin ]apan after Hiura 

(1984) (日浦川こよる量i繁樹の系統発生のよ臨綴法則)

G告のlogicalEra M巴sozoicAge Cenozoic Ag巴

Types of Genlls Early Tεrtiary Late Tertiary Quaternary 

Extinct Species Type Wid日Distribllt.

Single Species Type Early Peculiar Wide Distribution Disperse Isolated 

Limited Species T、ype Ear・lyPeculiar Wide Distribut. Dispersε 

Many Sr犯ciesType (Early P邑cllliar) Early Peculiar 百九Tide
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つrabl日3. Phases and types of邑achsection of genus Abies d巴rivedfrom g位。graphicalpatterns of 

distribution. 

Types of Distribution 

巡存分布務H洋 (SingleSpecies Type) 

淡減の段階の溜ill'f.(Limited Species Type) 

繁栄の段階の綴瀞 (ManySpecies Type) 

Sections of Abies Species 

Bracfaelae， Oyamel， Momi， Piceatel'， Chωlsiensis 

HomolePides， Pindrau， Nobiles， Vejarianae 

Pichta， Elate， Grandes， Elateoψsis Balsameae， A bies 

が高い。 A， sibirica， A， balsamea， A. lasioDα11)αなど，冬の酷爆に耐えるモミ属の出現は，氷河

期を経る必要があったのであろう。

現在繁栄の段離にあるそミ腐を，l'l!'i内での分布の様相を調べて日浦2)のタイプにおてはめると，

表3のように分かれる。 j議全体としては，繁栄の段階にあるそミ躍でも，その系統群の内部を探

ると，様々な段階の騒i浮から構成され，現夜広分布を示し，繁栄している部はそれほど多くはな

い。発生後のi時期の経過に伴い，血縁，地縁を溜じて，それぞれの節が様々な方向に進み，栄七![

織3誌の様相を現している。このモミ腐の例では，生物の系統群は系統内の{悶々の駿群によって，

独自の運動様式をもちつつj混合体の繁栄が維持されていることになる。

地史的に淑た経過をたどるモミ肥料内の他の植物群でも，このような栄枯盛瑛の事情は閉じで

ある。臼滞

布を訴し， トガザサ喝ワラ， ツ力ガ、!縞瀦は不i連護統分布であるとした。迫力加口肘すす嶋ると， ユザサ幅ン， イヌカラマツ，

ヒマラヤスギ， Cathaya腐は遼持分布を訴す。繁栄を訴す腐では，いずれも諜冷な場所まで分

布を広げ，氷滞期の厳しい気候に1資額的に対応して新しい額を分化8)させたグループであり，議

滅の段階にある植物群は，第四紀の気候変動に対応できなかった属である。惑さにやや強いそミ

!認では，この特徴に多少の違いはあるものの，上部の事情は，モミ}議内の各節でも向じであろう。

3 -3 系統内での形紫，性質の迷い

マツ腐は全北院にj五分布し，現在繁栄している植物群である。また，マツ}潟内の分布の様相も

そミj潟問機，系統計:内で様々であることは前報告1)で確認した。ただし，現在繁栄しているマツ

腐とそミ腐とはお互いに，形関，性質簡では概端に異なる側部をもっ。

モミ鴎では，系統内の各種類!閣の形態に変裁が少なく，特に球果の形態がお互いによく似てい

る点が特f款である。また，冬撃の形態，その伸長様式も悶様である。司王ミ腐の冬芽は枝先に葉と

校の原義が盛まれており，それが特殊イじした部鱗に匂まれた構造で，形態形成の進んだ冬事を形

成する。春に伸長する新楠は，校友それに付く架からなり，花穿は前年の枝に形成される。これ

らの特徴はそミ朗科会植物群に共通の形J民9)である。

他方，マツ臓では，鶴間の変異が極めて大きい額群である。球来の大きさ(議議)だけを比べ

ても ，P. mugo， P. banlesi，仰 αなどは小さな球果を形成するのに対し，P. moximartiηezii， P. 

coulte1iなどでは，それらの千倍にも遼する球果を形成する。球果の形態も積額によって馨しく

異なり，細長い形や丸いもの，盟主主ドなものや軟弱な球巣など，また瞬(Umbo)，刺 (Prickle)

の発達したものや退化したものなど，枚挙にいとまがない。マツ躍の球果の形態変異の大きさは，

球巣を集めて比較すれば-Eil僚然である。

マツj認では，冬芽の形態とその仲長様式9)も積業員によって櫨めて興なる。退化した鱗片誕の器

部に盟校を形成するが，この鋭校の集合体からなる大きな冬穿を形成する。花芽はこれらの続校

の原選から単年技に形成され，議や，長枝までもこの短校から伸びだす。マツ腐は，館校の集合

体からなる冬芽を形成し，その窓味では，スギ，ヒノキ科などより…段と進化した芽の形態をも
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つ。組校形成からさらに進んで¥それぞれがひとつの独立した冬苦手を形成するそミ班科の植物鮮

はマツ脱に比べると，形態形成のよでさらに進化しているといえる。

マツ臓の冬の伸長様式は年に…[国とは決まっておらず，種類によっては多節伸長を訴す。冬

332の複雑な伸長様式も，マツ踏の米発連な冬茶の形態形成と関連したものであるo 特別な冬事を

形成しない針架樹では，温!陵な挙i郡であれば伸:1迭を続ける型を謀本とする。短校を形成するマツ

でも，視i援な場所に生育する都類にはこの性質が残され，生宵j諮問内に多節伸長引Free

Growth)が現れる。マツ腐の FreeGrowthは，針葉樹の潜化J二のひとつの性質の現れであり，

後に単節伸長の性質を獲得したと考えられるo

以上，マツj潟とモミ J潟の形態と性質の迷いを比較したが，鶴間の殻奨が少ないモミ!潟に対して

マツj品が，なぜ多様な形態と性質を披f号したかを検討するためであった。白紙j2)が針葉樹の系統

発生の運動様式において多製!同と分顕した腐のうちで，マツ腕のみは例外である。化石の出

土6)10)からみると中t佐代のジュラ舵に出現したマツ鴎は，第三紀にすでに繁栄し，現在でも渡滅

の気配すらなく，北方系針葉樹のうらでは最も多い磁を擁して繁栄を統げている属のひとつであ

る。マツ!協のみが長期間なぜ般に繁栄を統砂てきたかに対して，この!識の多様な形態と性質は，

それに答える鍵のひとつである。

越線以後の時代の長さによって形態変異が増大する一例として，司王ミ盟科にj品ずるトウヒ}訟を

あげることができる。トウヒ痛のは自亜紀に起掠し，その出羽はマツJ/:fi.より新しく，モミj潟より

古いとされる。この;簡i;干の形態上の多織さは，例えばエゾマツの小卵到の球梁とそリングトウヒ，

ドイツトウヒの円館主主の大きい球梁との設認に明確にみられるo これらを詑べた限りでもトウヒ

j潟は，マツ!高種鎖i問ほど形態上の主主興はないものの，モミ偶に比べると大きさ，形などの変異が

格段に大きい。このf郊のように，起源のiïい腐ほど，組類問で球巣の)r~質の遊興が大きくなる傾

向が認められる。起訴{後の牒史が煩いそミ儲では，種類[1"'の形態に変;誕の少ないのは，むしろ当

然の結果である。

モミ腐の生育環境は冷涼，湿性の場所にj授られるが，マツ腐は現在，様々な漉!支帯でま針金森林

から疎林，革i京まで進出し，ある種類では砂漠周辺の，樹木としては最前線まで進出している。

低首位域へは盟主事帯の最上部から寒帯にまで宵する。多様な環境下に育つマツ腕の共通の性質は，

おそらく乾:燥に耐える性質であろう。マツj協のある舗は乾燥に対して特別に耐える性質をもち，

温帯や璃熱帯に生育する務総であっても，マツj認はおなじ場所に予言つ他の樹鶴よりも格段に

1長}凍怯:11)を示す。乾燥に強い性質は，細胞質濃縮にi耐える性撲であり，生理的乾燥としての高い

酎凍性と共通である。マツ腐は，この性質によって中世代から第五紀にかけて，乾燥地へ進出す

る種そ分化したと思われる。その根拠は，古いJIラ質のマツは…般に， 1硬く，7.Kな逃さない大きな

球架をつけ，現在の乾燥地間辺に生育しているためである。さらに第四紀以後に生じた地球の低

瓶化に対して，冬の寒さに耐える新しい顧の分化をして繁栄してきた。これらの瀦応の結果とし

てマツ胤は多数種を擁し，多J憾な性質，形態をもっ践に至ったものと思われる。
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R白ume

1、ophylogenetically cJarify the speciation of the Genus Pinus， the g巴ographicalrelationships among 

sp日ciesof Genus Abies ¥え!ereanalyzed and compar記dwith those of G日1111SPinus which had b巴enexaminec1 

in日nearli巴rstlldy (OOIlATA， S.， B1111. Kyoto Univ. 36】 49，1993). 

Althol1gh distributional patterns among sections of Abies were more 01' less different， the species and 

sections in the Genlls showed al10patric c1istriblltion in regions cooler than those of pines. Phases of each 

S日ctionw思reassignecl as shown inTable 3 from the c1istributional patterns. 1、hefeatllres of the alIopatric 

c1istriblltion patt己rnsin Genl1s Abies welで thoseof new Genlls after・speciation.

Species groups OCCllr， c1iv日rsify，thrive and become extinct accorcling to th日 lawof phylogeny and geo・

graphic era as proposecl by IIIUIV¥ (1984). Accorcling to th記 law，Abies whitch is a thriving group toclay， 

traces its begining to the early '1'ertiary Age. Only the Genus Pinus is exceptional among conifers thrives 

today with many species in a large area of the northern hemispher・e，after having thrivec1 once in the T日r-

tiary Periocl. 

Thな Abiessp巴cieshave cones of simpl担rshapes. Genl1s Picea， a thriving grol1p of the Pinaceae that 

originated in the Cretaceol1s Age， c1isplays more cone c1iv巴rsity.'1'h巴genl1SPinus whitch appeared from 

the ] urassic Age has th巴 mostcomplex cones with resp巴ctto size ancl shape among coniferol1s trees. 

Many pines occurring in ancient p百rioclsmay still ocurr in warll1er temp日ratureregions. T11巴largediv巴r・

日ityof pine COl1es offers sl1pport for this. 

Abies trees have winter buds that ar巴 morecomplete in construction than those of the Genus Pinus and 

display single flash growth. The free growth of shoot自己巴nin many pines from warm temperature regions 

may be a phenomenon 1・巴lated to th巴irprimitive structl1re according to the ord世rof appearance in 

phylogeny of conif己rs.




